
近
世
の
往
来
物
・
書
札
礼
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察

－
　
『
女
文
通
宝
袋
』
　
に
つ
い
て
　
－

三
　
保
　
忠
　
夫

は

　

じ

　

め

　

に

助
数
詞
と
は
、
数
を
表
わ
す
語
（
基
飯
綱
）
に
準
え
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
物

一
対
聖
の
放
出
で
あ
る
か
を
示
す
接
尾
語
の
一
相
で
あ
る
。
助
数
詞
は
、
話
し

こ
と
ば
と
書
き
こ
と
ば
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
過
去
と
現
在
と
を
問
わ
ず
、
日

本
語
に
お
い
て
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ

る
。助

数
詞
に
は
、
和
語
系
の
も
の
、
漢
語
系
の
も
の
、
漢
語
系
以
外
の
外
来
語

系
の
も
の
と
い
っ
た
、
お
よ
そ
、
三
枝
が
あ
る
。
日
本
語
の
推
移
と
と
も
に
、

昨
今
、
助
数
詞
に
も
大
小
の
様
変
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
主
流

を
占
め
る
の
は
前
二
者
で
あ
ろ
う
。
和
語
系
助
数
詞
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

日
本
語
本
来
の
そ
れ
で
あ
り
、
漢
語
系
助
数
詞
と
は
、
漢
語
文
化
の
渡
来
に
始

ま
る
そ
れ
で
あ
る
。
後
者
は
、
従
っ
て
、
こ
れ
も
外
来
語
の
一
で
は
あ
る
が
、

そ
の
当
初
よ
り
重
用
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
こ
れ
が
和
語
系
助
数
詞
に
与
え
た

影
響
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

助
数
詞
の
研
究
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
ど
れ
ほ
ど
も
進
展
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
和
語
系
助
数
詞
、
述
語
系
助
数
詞
と
い
っ
て
も
、
一

そ
れ
ぞ
れ
、
具
体
的
に
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
　
1
6

両
者
の
問
に
は
、
歴
史
的
に
は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
合
い
〈
交
渉
〉
が
あ
っ
た
の
一

か
、
そ
も
そ
も
湊
語
系
助
数
詞
が
渡
来
し
、
重
用
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
れ

が
渡
来
し
て
後
、
そ
の
性
格
な
り
本
陣
H
な
り
の
変
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
、

総
じ
て
、
助
数
詞
は
、
国
語
生
活
の
ど
の
よ
う
な
世
界
∴
ン
ヤ
ン
ル
で
、
ど
の

よ
う
に
、
ま
た
、
何
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
か
、
古
代
か
ら
今
日
ま
で
に
お

い
て
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
が
た
ど
ら
れ
る
の
か
、
ひ
い
て
は
、
日
本
語
に
お
け

る
助
数
詞
と
は
、
一
体
、
何
か
、
－
　
等
々
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分

に
解
明
さ
れ
て
は
い
を
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

（

1

）

　

一

2

）

　

（

3

）

こ
れ
ま
で
、
筆
者
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
、
中
世
、
近
世
、
ま
た
、
中
国
古

T
ユ

代
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
肋
数
詞
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し
て
き
た
。
調
査
は



緒
に
耽
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
相
の
研
究
は
、
資
料
を
吟
味
し
な
が
ら
、

よ
り
広
く
、
よ
り
多
く
の
用
例
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
そ

の
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
る
の
は
、
実
際
に
用
い
ら
れ
た
文
士
‥
や
実
録
的
な
日

記
・
記
録
な
ど
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
他
に
、
故
実
坐
＝
や
㌫
札
礼
、
辞
H
な
ど

の
類
も
ま
た
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
者
に
お
け
る
用
例
が
‖
パ
体
的
、
現
実

的
存
1
－
三
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
の
そ
れ
は
抽
象
的
、
理
想
的
存
在
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
後
者
は
、
可
能
的
、
ま
た
、
規
範
的
存
在
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
近
世
に
お
け
る
往
来
物
・
書
札
礼
の
内
か
ら
女
文
通
宝
袋
、
一

冊
を
昭
り
上
げ
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
助
数
詞
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
近

1
1
亡
の
往
来
物
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
十
把
ひ
と
か
ら
げ
と
さ
れ
、
軽
視
さ
れ
る

仰
向
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
n
料
も
、
さ
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
質
料
に
も
注
目
す
べ
き
意
義
の
ひ
そ
ん
で
い
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。

一

資

料

女
文
通
宝
袋
一
外
聖
昼
些
一
冊
は
、
江
戸
時
代
、
文
化
十
五
年
一
六
六
一
に
刊

行
さ
れ
た
町
家
の
若
い
女
性
向
け
の
消
息
手
本
の
よ
う
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
1　1

女
文
通
宝
箱
と
も
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
序
文
一
池
川
束
整
工
の
題
目
に
は
「
女

・

、

　

．

1

　

＝

　

1

．

1

．

．

文
塑
玉
粧
」
と
も
み
え
る
。

「
女
文
通
宝
箱
」
と
の
項
目
名
一
人
′
、
甲
本
と
い
う
）
に
つ
き
、
『
川
来
日
総
目
録
∵
『
古

典
籍
総
合
目
録
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
即
ち
、
分
類
は
往
来
物
、

著
者
は
西
川
紋
章
堂
吾
、
成
立
は
文
化
十
五
年
刊
、
版
本
に
、
慶
応
義
塾
大
学
、

神
宮
文
庫
図
書
館
一
日
上
は
r
り
年
末
調
査
一
、
文
化
十
五
年
版
－
玉
川
大
学
一
「
絵
人
女
文
通

等
畢
二
個
、
実
は
そ
の
後
刷
り
本
で
あ
る
）
、
日
本
大
学
往
来
物
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
「
女

文
沌
宝
撞
」
高
一
、
そ
の
他
－
墾
盈
若
君
大
学
望
月
文
肺
一
「
絵
人
女
文
通
ハ
責
」
一
冊
一
、
が

あ
る
、
と
み
え
る
。
こ
こ
に
い
う
「
著
者
」
と
は
原
作
者
の
意
で
は
な
い
。
本

資
料
の
著
者
は
池
凹
束
統
一
源
東
雛
、
荘
糾
、
鳳
刑
、
吏
釦
わ
、
菊
人
）
で
あ
る
。
西
川
龍
輩

ご
b
－

堂
美
暢
は
、
閑
斎
前
章
安
閑
斎
）
と
‖
イ
す
る
脚
家
流
の
書
家
で
あ
る
。

一
方
、
「
女
文
通
宝
袋
」
と
の
書
名
（
今
、
乙
本
と
い
う
）
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
次

の
よ
う
に
あ
る
。
即
ち
、
別
名
「
女
文
章
大
和
錦
」
、
分
類
は
往
来
物
、
著
者
は
一

池
田
東
紅
亭
作
、
西
川
龍
童
堂
吾
、
成
立
は
天
保
六
年
一
一
八
三
五
刊
、
版
本
に
、
　
1
7

天
壁
ハ
隼
胱
－
国
学
院
大
学
、
玉
川
大
更
一
冊
一
、
刊
年
不
明
－
東
京
大
学
（
菜
は
－

実
は
甲
本
の
後
刷
り
本
で
あ
る
）
、
東
京
学
芸
大
学
望
H
文
雄
、
そ
の
他
－
国
立
国
会
図
書

館
、
同
学
院
大
草
、
石
川
謙
、
が
あ
る
、
と
み
え
る
。
池
田
来
航
亨
の
名
は
甲
本

に
も
み
え
る
。
そ
の
序
文
未
に
　
「
菊
す
け
寮
‥
」
と
み
え
る
人
物
が
そ
れ
で
あ
ろ

う
。
多
く
の
著
作
や
編
㌫
が
あ
る
。

し
か
し
、
甲
・
乙
二
本
は
、
内
容
や
体
裁
も
異
な
る
別
物
で
あ
り
、
乙
本
に

は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
上
欄
部
（
吾
札
礼
）
が
存
し
な
い
。

こ
こ
に
用
い
る
一
本
彙
導
は
、
も
の
甲
本
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
車
日

誌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈲
外
趨
　
「
賃
文
通
宝
貸
全
」
示
些
輿
吾
・
墨
、
㈲
扉
題
　
「
欄



t

ぺ

な

▼

ん

っ

A

′

た

ケ

ぱ

こ

女
文
通
宝
袋
」
（
文
字
は
琶
一
、
①
序
首
　
「
女
文
通
宝
箱
」
、
㈱
柱
刻
・
魚
尾

な
し
、
脚
本
文
　
漢
字
交
り
平
仮
名
文
、
平
板
名
付
訓
あ
り
、
㈲
画

あ
り
一
彩
色
な
し
）
、
仰
寸
法
　
表
紙
・
半
紙
本
、
型
三
・
四
セ
ン
チ
、
横
一

五
・
八
セ
ン
チ
、
題
賃
匡
邦
　
縦
一
四
・
七
セ
ン
チ
、
横
二
二
九
セ
ン
チ
、

本
文
匡
郊
・
四
周
単
郭
　
縦
一
八
二
二
セ
ン
チ
～
一
八
二
セ
ン
チ
、
内

上
欄
分
五
二
一
セ
ン
チ
～
四
・
九
セ
ン
チ
、
構
一
二
・
九
セ
ン
チ
、
㈲
表

紙
　
原
表
紙
、
色
濃
紺
、
菊
花
等
の
絵
・
彩
色
あ
り
、
但
し
剥
落
、
㈲
紙

数
　
扉
（
見
返
し
〉
半
丁
、
本
文
七
九
丁
、
刊
記
半
丁
（
後
表
紙
炎
に
貼
付
一
、
㈹
屍
緋

右
「
龍
草
堂
吾
」
、
同
左
「
京
摂
書
林
　
求
好
堂
合
梓
」
な
ど
（
と
も
に
文
字

は
藍
色
一
、

㈱
序
文
末
「
文
化
十
四
年
丁
丑
春
　
菊
す
け
書
」

㈹
絵
師
「
速
水
春
暁
斎
画
」
一
〒
ウ
・
二
丁
オ
の
画
一

㈹
刊
記
「
　
執
筆
　
京
師
　
龍
章
堂
美
暢
」

文
化
十
五
年
寅
正
月柏

原
屋
清
右
衛
門

浪
華
書
林

播
磨
屋
九
兵
衛

吉
野
屋
仁
兵
衛

旦
那
書
林
　
　
菅
　
尾
　
宗
　
八

屋
庄
兵
衛
（6）

㈱
旧
蔵
者
印
「
能
美
嶋
／
津
久
茂
／
小
澤
屋
」

本
資
料
は
、
外
見
上
、
そ
の
本
体
は
消
息
手
本
（
登
で
あ
る
。
紙
面
の
多
く

は
こ
れ
に
費
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
本
資
料
は
書
札
礼
で
も
あ
る
。

本
文
の
上
欄
が
こ
れ
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
本
欄
を
も
っ
て
大
書
さ
れ
、

後
者
は
欄
外
を
も
っ
て
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
前
者
が
主
で
あ
り
、

後
老
が
従
の
よ
う
だ
が
、
言
語
址
と
し
て
は
、
ま
た
、
内
容
的
に
も
、
後
者
は

前
者
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
。

は

つ

は

る

し

う

y

　

　

　

　

　

　

　

　

わ

か

な

　

せ

ち

A

往
来
物
と
し
て
の
本
文
に
は
、
「
初
春
祝
儀
文
」
、
「
同
返
至
、
「
若
菜
の
節
会

の
文
」
、
「
同
か
へ
し
文
」
以
下
、
合
計
七
十
二
通
の
消
息
文
が
配
置
さ
れ
て
い

る
。
初
春
、
節
、
上
巳
、
参
宮
、
花
見
、
五
月
雨
、
納
涼
、
七
夕
、
盆
、
八
朔
、

重
陽
、
湯
治
、
芝
居
見
物
、
初
雪
、
年
忘
、
歳
暮
な
ど
、
時
候
の
あ
い
さ
つ
や

年
中
行
事
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
に
交
っ
て
、
結
納
、
結
婚
、
懐
胎
、

く
や
ふ

出
産
、
髪
置
な
ど
に
関
わ
る
も
の
、
ま
た
、
不
幸
梅
の
文
な
ど
が
配
さ
れ
て
い

る
。
全
体
は
、
い
わ
ゆ
る
散
ら
し
書
き
の
仮
名
消
息
で
あ
る
。
当
時
の
子
女
は
、

こ
れ
ら
に
よ
り
、
時
節
時
節
の
消
息
書
き
様
、
こ
と
ば
遣
い
、
筆
遣
い
な
ど
を

学
習
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

吾
札
礼
と
し
て
の
上
欄
に
は
、
「
○
文
こ
と
は
つ
か
ひ
」
以
下
、
消
息
の
用
語

や
国
語
表
現
諸
般
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

セ

か

さ

は

ら

セ

り

か

た

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

う

　

　

　

　

　

が

た

中
に
は
、
「
小
笠
原
折
形
」
一
三
〒
ウ
～
三
関
丁
2
、
「
封
L
や
う
ひ
な
形
」
（
七
九
丁
之

な
ど
、
の
し
袋
の
種
類
や
書
の
封
じ
方
の
図
解
も
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

中
世
以
来
、
諸
家
の
手
に
よ
っ
て
著
述
さ
れ
て
い
る
吾
札
礼
や
故
実
書
に
通
ず

る
も
の
が
あ
る
。

18



二
　
対
名
の
串

つ
い
ま
号

本
資
料
に
お
け
る
書
札
礼
の
内
に
、
「
対
名
の
事
」
と
題
す
る
一
条
が
あ
る
。

今
日
の
、
い
わ
ゆ
る
助
数
詞
、
お
よ
び
、
単
位
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
、
次
に
、
こ
れ
を
翻
字
し
よ
う
。

〔
翻
　
字
〕

（
丁
）
（
行
）

7

3

オ

1

2345678901

7

3

ウ

1

234

つ
い
l
ヤ
う

対
名
の
事

か

も

　

つ

が

い

鴨
一
番か

で

　

　

つ

か

い

鳥
の
数
を
一
番
と

し
ぇ
ノ
け
ん

い
ふ
こ
と
ハ
祝
言
の

時
ば
か
り
用
ゆ
る
也

つ
ね
に
ハ
一
型
覇

と
云
べ
し

か

A

は

く

て

え

′

　

　

た

く

ひ

朽
白
鳥
の
類

ミ
な
同
し

む
’
．
だ
い

生
鯛
　
一
折

か
け

蒜
又
一
一
融

か
く

と
も
効
目
べ
し

卜
∵
　
　
∴
し

t
‘
い

又
ハ
何
枚
と
も
書
ペ
し

5

6789

7

4

オ

1

2345678901

7

4

ウ

1

23456

賢

一

漑

ひ
と
ふ
し

又
一
節
と
も
吾

…

し

　

・

い

又
一
尺
と
も
書

い

り

こ

　

ひ

と

け

た

田
海
楓
一
桁

丁
よ
く
し
か
い
　
　
　
　
　
れ
ん

娼
串
貝
一
連

は
こ

又
一
箱
と
書

た

か

の

と

り

　

い

ふ

鷹
之
鳥
と
云
ハ

’

　

じ

雉
子
に
か
き
る
也

．
．
ト
．
ヽ

タ
ノか

り

贋
の
「

た

か

　

か

も

贋
の
鴨
と
い
ふ

た

か

　

う

づ

ら

　

ひ

と

さ

ほ

贋
の
武
一
竿

い
▲

七
ツ
よ
り
多
き
を
書
（
マ
マ
）

七
ツ
よ
り
す
く
な
き
は

一
串
と
い
ふ

ら
　
し
や
　
　
　
e
ん
ら
ん
　
　
　
び

羅
紗
　
金
欄
　
天

ろ
え
ノ
　
ど
　
　
　
さ
　
あ
や
　
　
り
ん

驚
絨
　
紗
綾
　
論

争
縮
蹴
謎
㌘

そ
の
　
よ
　
　
　
け
ん
．
⊥

其
余
の
絹
布
ハ

一
疋
二
疋
と
い
ふ
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何
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一
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さ
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ち

や

’
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茶
水
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茶
巾

て
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
・
．

畠
　
　
各
同
し

祁
駁
　
一
箇

又
壱
吾
I
と
も
い
ふ

ひ

し

や

く

柄
杓
　
　
同
し
く

T
l
　
　
　
　
ら
・
つ
そ
く
　
　
　
　
　
　
　
て
う

望
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蝋
燭
一
挺

ふ
で筆
　
一
対
　
二
－

∴
，
・

屏
風
　
一
双
　
二
－

901112131

と
書
へ
か
ら
す

だ
う
l
ぐ
う
　
じ
　
ひ
＿
い

道
明
寺
引
飯
と

か
く
べ
し

此
た
ぐ
ひ
あ
ま
た
有

な
べ
て
し
る
ペ
し

け
ふ
モ
′
、

脇
息

蒜

つ
く
へ
　
　
　
L
や
．
＿

机
　
床
几
　
同
し
く

．
一
、
ん
　
一

鍋
釜

一
口
と
い
ふ

ほ

う

し

よ

　

わ

く

奉
書
と
書
べ
か
ら
す

h
l
・
　
　
な

は
う
吾
ハ
紙
の
名
に

あ
ら
ず

禦
霜

▼

’

、

リ

　

ト

・

1

杉
原
紙
　
何
帖

と
勲
‖
へ
し
何
束

と
ハ
か
く
べ
か
ら
ず

だ
h
 
t
く
ヽ
　
じ
　
　
　
　
　
ふ
′
え

道
明
寺
一
袋

右
は
、
助
数
詞
、
お
よ
び
、
単
位
に
つ
き
、
こ
と
さ
ら
一
項
を
も
っ
て
解
説

．
い
・
チ
l

し
た
も
の
で
あ
る
。
標
題
の
「
対
名
」
と
は
、
数
長
表
現
の
対
象
と
な
る
物
事

と
、
そ
れ
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
（
お
よ
び
、
琳
伎
）
と
の
問
に
対
偶
関

係
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
称
呼
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
ば
に
つ
き
、
今
日
、

一

7

）

適
切
に
解
説
し
た
も
の
を
知
ら
な
い
が
、
ホ
フ
マ
ン
の
日
本
語
文
典
に
、
次
の

よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

ソ

ノ

1

・

、

ヤ

0

こ
れ
ら
の
部
類
の
一
覧
表
は
日
本
の
あ
る
百
科
事
典
に
、
対
名
、
ゴ
旨
㌻

ヨ
首
呂
二
す
な
わ
ち
、
対
、
ま
た
は
、
対
等
な
も
の
を
表
わ
す
名
称
）
と
い
う
見
出
し
で

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
名
称
は
こ
れ
ら
の
語
の
特
徴
を
極
め
て
正
し

（8）

く
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
第
一
版
は
、
一
八
六
七
年
壷
応
三
空
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
れ

ら
の
部
顆
の
」
、
「
こ
れ
ら
の
語
の
」
と
は
、
ほ
ぼ
、
助
数
詞
に
相
当
す
る
語
群

を
さ
す
。
こ
の
直
前
に
は
、
「
対
象
物
を
そ
の
外
観
か
ら
考
え
て
、
そ
の
注
目
す

べ
き
特
徴
の
一
つ
、
ま
た
は
外
の
特
徴
に
従
っ
て
数
え
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）

こ
う
し
て
、
品
物
を
い
く
つ
か
の
部
類
に
分
け
る
こ
と
に
な
り
］
と
あ
る
。
助

数
詞
の
本
質
に
関
わ
る
琴
言
も
み
ら
れ
る
が
、
「
対
名
」
と
は
、
「
対
、
ま
た
は
、
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｛qニ

対
等
な
も
の
を
表
わ
す
名
称
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
助
数
詞
の
「
特

徴
を
極
め
て
正
し
く
表
わ
し
た
も
の
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
こ
れ
ら
の
部
類
の
一
覧
表
」
を
「
対
名
と
い

う
見
出
し
」
の
も
と
に
掲
出
す
る
「
日
本
の
あ
る
百
科
事
典
」
が
あ
る
と
い
う

が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
つ
い
て
は
末
勘
で
あ
る
。

一三
　
本
資
料
の
助
数
詞
の
性
格

本
資
料
に
お
け
る
助
数
詞
に
は
、
今
日
、
既
に
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
種
類
や

用
法
も
み
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
時
代
、
社
会
、
文
化
な
ど
、
す
べ
て
が
大

き
く
異
な
る
現
在
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
当
時
の
吾
札
礼
を
見
渡
し
て
も
容
易
に
見
出

せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
右
に
み
る
助
数
詞
と
は
、
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
場
で
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

助
数
詞
に
つ
い
て
、
右
の
よ
う
な
〝
解
説
″
を
も
つ
吾
札
礼
と
し
て
は
左
記

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
見
出
し
て
い
く
の
は
、
目
下
、
手
探
り
に

近
い
状
態
で
あ
る
。
未
だ
十
分
な
も
の
で
は
な
い
が
、
現
時
点
で
知
り
得
た
と

こ
ろ
と
し
て
列
挙
し
よ
う
。
依
拠
し
た
資
料
、
そ
の
版
本
、
書
誌
、
掲
出
さ
れ

た
助
数
詞
の
詳
細
、
そ
の
拠
っ
て
き
た
と
こ
ろ
一
典
拠
）
や
資
料
相
互
の
影
響
関
係

（
類
相
性
）
、
そ
の
他
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き
こ
と
が
多
々
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合

上
、
こ
れ
ら
は
別
稿
に
諮
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑧ （う　　 ⑥　 ⑤ （り （彰　②　 ①

禁

料

字　 礼　　　 永　 脚　 万　 永　 文　 書
林　 式　　　 代　 家　 物　 代　 林　 札
用　 書　　　 節　 書　 用　 重　 節　 調
文　 札　　　 用　 札　 文　 宝　 用　 法
章　 集　　　 無　 大　 童　 記　 筆　 記
宝　　　　　 尽　 成　　　　　 海
蔵　　　　　 蔵　　　　　　　 往

釆

安　 延　 天　 寛　 弘　 安　 元　 享　 元

成

永　 宝　 保　 延　 化　 永　 禄　 保　 禄
八　 三　 二　 三　 二　 年　 八　 四　 八
年　 年　 年　 年　 年　 間　 年　 年　 年

　　（　　　　　〈　　　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（　　　　　　　　（ 立

刊

一　 一　 一　 一　 一　 安　 一　 一　 一
七　 六　 八　 七　 八　 永　 六　 七　 六
七　 七　 三　 五　 四　 元　 九　 一　 九
九　 五　 一　 〇　 五　 年　 五　 九　 五

刊　 刊　 等　 元　 践　 一　 成　 刊　 刊
に　 刻　　　 七　 ’ 行
刊　 ’　　 七　 天
宝　　　 二　 明

年暦　　 、一　 七
成　 年

代年
－
七

七　　　　　　 八
五　　　　　 七

増
補

目　 物　　　 数　 都　 対　 数　 物　 衣

助
録　 の　　　 出　 て　 名　 封　 の　 般
調　 教　　　 （　 物　 字　 門　 数　 井

や　 書　　　　　 の　　　　　 吾　 魚 数
詞

う　様　　　 部　 員　 （　　　 梯　 鳥
・　 を　 也　　　 之　 詞

諸　 他　　　 ヒ　 し　）　　　 事　 づ の
物　 ）　　　 部　 る　　　　　 〈　 か み

え
る

異　　　　　 ）　 す　　　　　 他　 ひ
名　　　　　　　　 に

心　　　　　　　　 他
得 主
の 要

項
事

福 ‖



⑨
大
成
筆
海
重
宝
記
文
章
蔵

⑲
弓
勢
為
朝
往
来

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
刊

文
政
六
年
二
八
二
三
）
刊

物
数
書
法
　
（
他
）

贋
之
用
通
称
之
文
字

こ
の
内
、
①
か
ら
⑥
ま
で
の
資
料
に
は
、
比
較
的
多
く
の
用
例
が
み
え
て
い

る
。
ま
た
、
⑥
は
、
辞
書
、
節
用
集
の
二
椎
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
例
外
と
す

れ
ば
、
他
の
九
点
は
、
い
わ
ゆ
る
往
来
物
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
往
来
物

と
は
い
っ
て
も
、
こ
う
し
た
助
数
詞
に
つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
る
の
は
、
そ

の
書
札
礼
と
し
て
の
部
分
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
本
資
料
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
。
書
札
礼
に
お
い
て
は
、
助
数
詞
に
つ
い
て
、
こ
と
さ
ら

言
及
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
顕
著
な
傾
向
と
い

（10）

っ
て
よ
い
。

吾
札
礼
と
助
数
詞
と
の
関
係
に
つ
き
、
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
助
数
詞
を
掲
げ
、
解
説
す
る
場
合
の
、
そ
の
項
目
名
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
お
よ
そ
、
次
の
二
様
が
あ
る
。

間
　
「
…
…
詞
づ
か
ひ
」
、
「
対
名
字
□
」
、
「
諸
物
異
名
」
、
「
数
鬼
門
」
な
ど

と
し
て
み
え
る
も
の
　
－
由
③
④
（
⑥
）
⑧

㈱
　
「
物
の
教
書
様
之
事
」
、
「
都
て
物
の
員
を
し
る
す
に
心
得
の
事
」
、
「
物

数
書
法
」
、
「
目
録
調
や
う
」
な
ど
と
し
て
み
え
る
も
の
－
－
1
由
⑤
⑦
⑧
⑨

⑲
前
者
は
、
一
般
的
に
、
助
数
詞
の
用
法
に
つ
い
て
説
く
形
で
あ
り
、
後
者
は
、

員
数
の
書
き
方
衰
記
方
法
）
の
心
得
と
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
説
く
も
の
で
あ
る
。

前
者
は
、
一
見
、
〝
書
く
〟
　
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
だ

が
、
そ
れ
が
書
札
礼
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
、
後
者
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
助
数
詞
は
、
従
っ
て
、
〝
書
く
〟
世
界
、
そ
れ
も
相
手

に
対
し
て
発
信
さ
れ
る
文
書
の
世
界
と
非
常
に
関
わ
り
深
い
も
の
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
こ
よ
う
。
「
文
書
」
と
は
、
古
文
書
に
お
い
て
、
「
差
出
人
の
意
志
を

充
名
人
に
伝
達
す
る
た
め
に
、
差
出
人
が
文
章
を
用
い
て
作
成
し
た
も
の
と
規

l〓、

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
止
と
さ
れ
る
。
日
常
的
な
記
録
や
日
記
、
勉
学
の
均
の

訓
読
や
聞
書
き
、
随
筆
や
物
語
、
そ
の
他
、
書
く
世
界
も
様
々
で
あ
る
が
、
助

数
詞
は
、
ま
ず
、
文
書
の
こ
と
ば
と
し
て
の
性
格
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
本
資
料
に
お
け
る
助
数
詞
の
性
格
を
窺
う
た
め
、
右
の
資
料
十
点
と

比
較
し
て
み
る
荊
表
参
照
）
。

資
料
十
点
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
寡
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問

に
出
入
り
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
十
点
を
総
合
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
お
け
る

助
数
詞
の
か
な
り
の
と
こ
ろ
が
収
集
で
き
よ
う
、
ま
た
、
こ
の
枠
か
ら
大
き
く

は
み
出
す
資
料
は
、
ま
ず
、
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
書
札
礼

（ほ）

以
外
な
ら
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
本
資
料
の
場
合
、
そ
れ
ら
と
の
相
違
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
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（
6
）
、
ま
た
、
（
5
）
・
（
4
一
に
み
る
と
こ
ろ
が
そ
れ
で
あ
る
。
比
較
の
規
準

や
視
点
を
細
か
く
設
定
し
、
比
較
資
料
を
限
定
し
て
い
け
ば
、
さ
ら
に
多
く
の

相
違
古
州
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
窮
料
で
は
、
な
ぜ
、
相
違
点
が
目
立
つ
の
か
、
そ
の
答
え
は
、
こ
れ
が
女

性
用
の
朔
日
札
礼
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
助
数
詞

の
用
法
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
そ
の
対
象
物
を
み
る
と
、
例
え
ば
、
弓
矢
、
太

刀
、
脇
差
、
兜
、
鎧
な
ど
の
武
其
矧
、
馬
具
類
、
ま
た
、
烏
帽
子
、
直
衣
（
直
空

狩
衣
、
立
付
、
一
鋸
衣
等
の
男
性
用
衣
裳
な
ど
が
見
当
ら
な
い
。
た
と
え
、
武
家

向
け
、
あ
る
い
は
、
上
流
階
層
向
け
の
吾
札
礼
で
な
く
て
も
、
一
般
向
け
の
も

の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
物
品
の
数
え
方
は
、
ひ
と
と
お
り
の
学
習
目
標
と
し

て
埋
け
て
わ
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
般
が
男
性
中
心
社
会
を
意

味
す
る
と
し
て
も
、
や
は
り
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
代
っ
て
目
に
付
く
の
は
、
衣
裳
類
や
糸
結
晶
、
薫
香
、
進
物
用
品
、

食
品
、
ム
‖
所
用
晶
、
裁
縫
用
具
、
茶
道
用
賞
、
華
道
用
具
、
音
曲
∴
云
事
の
用

Ⅱ
ハ
、
筆
親
株
、
家
具
、
金
銭
な
ど
で
あ
る
。
花
瓶
、
花
入
、
脇
息
、
鍋
釜
、
茶

笠
、
柄
杓
、
茶
碗
、
茶
人
、
建
水
、
茶
水
軍
茶
巾
、
再
、
針
、
絹
糸
、
杏
盆

な
ど
は
、
小
品
な
が
ら
女
性
の
日
常
生
活
、
ま
た
、
そ
の
た
し
な
み
に
関
わ
る

現
実
的
、
J
L
ハ
体
的
な
品
々
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
本
資
料
は
、
男
性
社
会
で
な
く
、
女
性
社
会
の
側
に
成
立
し
て

い
る
た
め
、
右
の
如
き
情
況
を
ロ
玉
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

四
　
注
意
さ
れ
る
用
例

他
質
料
に
見
出
し
に
く
い
助
数
詞
の
一
に
「
口
」
が
あ
る
。
鍋
・
釜
に
用
い

る
「
口
岩
）
」
は
、
実
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
古
文
書
や
中
世
の
辞
書
類
な

ど
に
も
み
え
て
い
る
。
近
世
の
吾
三
字
考
節
用
基
に
も
み
え
る
。
従
っ
て
、
鍋

・
釜
に
「
口
」
を
用
い
る
の
は
、
当
時
、
ふ
つ
う
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
近
世
の
吾
一
札
礼
で
、
こ
の
用
法
を
示
し
た
も
の
は
、
目
下
、

見
当
ら
な
い
。
偶
然
の
こ
と
か
、
あ
る
い
は
、
さ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ
た
た
め

か
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
し
た
「
口
」
の
用
法
を
、
本
資
料
は
説
い
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
、
そ
の
性
格
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ

る
。

「
箇
」
に
つ
い
て
は
、
書
言
字
考
節
用
集
に
「
志
蒜
と
竿
・
鷺
門
・
「
こ

の
条
）
と
み
え
る
と
こ
ろ
が
参
照
さ
れ
る
。
単
に
物
を
数
え
る
助
数
詞
で
は
な
か

ろ
う
。
吾
言
字
考
節
用
集
の
用
例
も
、
本
資
料
に
よ
っ
て
よ
り
深
く
解
釈
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

つ

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

ミ

　

　

　

　

　

て

ム

′

　

　

　

　

　

ふ

て

「
対
」
は
二
ヶ
所
に
み
え
て
い
る
。
「
崇
。
蝋
燭
一
挺
」
に
続
く
「
筆

つ

い

　

　

　

　

　

　

　

と

さ

ん

　

　

め

え

　

　

　

て

う

し

　

　

ゑ

一
対
　
二
－
」
と
、
「
盃
台
一
面
」
と
「
銚
子
一
柄
」
と
の
間
に
位
関
す
る

T

ノ

　

　

　

つ

い

「
錫
一
対
」
と
の
二
例
で
あ
る
。
前
者
は
問
題
が
な
い
。
後
者
は
、
洒
徳
利

〈
の
型
一
対
を
意
味
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
自
衛
辞
書
の

S
u
z
u
ス
ズ
（
錫
）
の
条
に
は
、
「
ま
た
、
酒
を
入
れ
る
の
に
使
う
錫
製
の
徳
利
、

一

1

3

）

あ
る
い
は
、
筒
形
の
瓶
］
と
あ
る
。
関
連
す
る
用
例
と
し
て
左
記
が
あ
る
。
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○
　
抑
一
中
略
束
、
食
範
・
錫
物
一
対
携
之
、
太
刀
黒
・
弐
百
疋
折
柄
進
上
之
、

一

1

4

）

彙
降
公
記
、
大
永
八
年
二
重
一
八
）
三
月
九
日
）

○
　
御
上
御
前
へ
御
盃
参
候
時
、
ス
ヾ
ノ
物
一
対
進
上
候
。
チ
ホ
持
参
候
。
（
石

（15）

山
本
願
寺
日
記
、
天
文
十
一
年
へ
一
五
四
二
）
正
目
関
目
）

す

・

　

つ

い

し

ん

に

ム

′

　

す

ん

し

ん

は

か

c

O
　
錫
一
対
進
入
候
寸
信
計
。
候
禦
㌶
評
議
鵠
難
い
腎
葵
記
大
全
、
下
糞

一
〓
一

七
オ
、
元
禄
囲
年
（
一
六
九
こ
刊
）

洒
徳
利
や
ぴ
ん
な
ど
を
「
す
ず
」
と
い
う
の
は
、
今
日
の
各
地
の
方
言
に
も

み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
い

助
数
詞
の
「
対
」
は
、
中
世
で
は
、
面
〈
二
聖
三
聖
給
餌
、
筆
・
日
本
の
ペ

ン
、
酒
の
徳
利
、
剃
刀
な
ど
、
「
そ
の
他
こ
れ
ら
と
同
類
の
、
対
を
な
し
て
い
る

多
く
の
物
を
数
え
る
言
い
方
空
目
備
璧
日
、
I
t
t
で
i
の
条
）
で
あ
り
、
近
世
の
雨
目
礼

は
が
ゐ

礼
、
そ
の
他
で
は
、
筆
、
行
器
、
装
束
、
花
瓶
等
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。

○
　
又
へ
い
し
一
対
口
を
て
ふ
花
が
た
に
つ
、
み
て
被
レ
帯
候
也
。
一
奉
公
覚
悟
之

一

1

7

一

再
、
室
町
時
代
一

（ほー

〇
　
銚
子
提
子
一
対
（
迫
照
恩
帯
、
天
文
頃
（
十
六
世
紀
中
華
成
か
）

八

D

一

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
日
本
大
文
典
一
邦
訳
）
　
に
は
、

I
t
t
c
u
i
 
T
芸
）
O
．
鎧
二
Y
e
）
一
．
霊
二
F
u
d
e
）
一
．
賢
．
（
B
i
n
）
．
．
豊
．

（Suzu）0

と
み
え
る
が
、
末
尾
の
「
鈴
」
は
「
錫
」
と
翻
字
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
餞
頭

元
一

屋
本
節
用
集
に
は
「
盈
鉾
瓶
」
（
寸
輿
望
）
と
み
え
る
。

ひ

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

1

）

「
疋
」
は
、
自
衛
辞
盈
∵
補
遺
、
H
p
p
i
q
i
の
条
に
、
訂
罵
訂
計
盈
已
訂
旬

〈…空

と
み
え
る
と
こ
ろ
が
参
照
さ
れ
る
。
こ
の
語
釈
は
「
未
詳
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

た．・

本
資
料
に
「
針
　
壱
疋
／
　
但
し
五
十
本
也
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
を
勘
案
す
れ

ば
、
や
は
り
、
針
の
紙
包
み
〔
縫
針
五
十
本
入
り
〕
　
の
意
で
は
な
か
ろ
う
か
。

元
【

「
丸
」
に
つ
き
、
日
葡
辞
書
・
補
迫
、
F
i
t
O
m
a
r
u
の
条
に
は
、
「
糸
に
な
っ

て
い
る
絹
、
絹
の
屑
糸
、
綿
、
紙
、
お
よ
び
そ
れ
ら
と
同
類
の
物
な
ど
、
物
の

或
る
良
や
重
さ
を
数
え
る
言
い
方
］
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
助
数
詞
と
し
て
の

場
合
と
重
さ
の
単
位
の
場
合
と
が
混
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
助

云
）
　
　
（
2
5
）

数
詞
と
し
て
の
「
丸
」
は
、
珠
玉
（
法
降
♯
伽
d
・
。
周
縁
起
非
法
記
資
財
鵬
、
鍾
董
式
）
、
鞠
（
代
‥
腑
故

へ
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
云
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盃
）

実
、
吾
札
調
法
紀
、
他
一
、
丸
薬
（
尖
隆
公
紀
、
他
一
、
紙
十
東
（
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
日
本
犬
文
典
丁
怠
ど
を

れ

数
え
る
場
合
に
用
い
る
。
単
位
と
し
て
の
そ
れ
は
、
練
百
本
の
斤
で
八
m
七
五
十
日
三

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

云

）

十
五
斤
一
、
糸
〈
悟
の
斤
で
五
十
八
斤
、
五
十
日
一
、
砂
糖
・
山
帰
来
・
薬
な
ど
〈
二
〇
〇
斤
）
を
計

へ
空

説
す
る
場
合
に
用
い
る
と
し
〈
ロ
ド
リ
ゲ
ス
・
日
本
犬
文
典
）
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
の

は

ム

カ

・

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

1

「

∂

ち

T

叙

・

わ

ペ
鼻
紙
九
百
九
」
一
西
鵜
・
好
色
一
代
勇
、
巻
八
一
、
「
一
銅
五
拾
丸
1
－
机
拾
皆
目
人
也
」
（
方
案
紙
手

石
山
一

紙
鑑
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
本
質
料
の
場
合
は
、
絹
糸
を
計
鼠
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
後
者
と
し
て
の
用
例
と
な
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
助
数
詞
で
は
な
い
が
、

当
時
の
、
文
字
に
表
わ
れ
る
機
会
の
少
な
い
、
し
か
も
、
女
性
の
側
の
表
現
と

し
て
貴
重
な
用
例
と
な
ろ
う
。

か
・
り

他
資
料
と
比
較
し
て
、
助
数
詞
の
表
記
蒜
㌢
工
が
相
違
す
る
も
の
に
「
筒
」
が

（

型

　

　

た

い

こ

　

　

　

か

ら

あ
る
。
こ
れ
は
、
脚
家
」
t
‥
札
大
成
に
「
大
損
一
柄
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
と
同

じ
L
r
　
カ
う

語
異
表
記
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
い
ろ
は
字
に
　
「
一
柄
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＿

ヽ

　

．

．

茶
目
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
参
照
さ
れ
る
。
臼
に
は
柄
一
柄
）
が
付
い
て
い
て
、
こ
れ

を
捉
っ
て
挽
く
こ
と
に
な
る
。
柄
の
あ
る
、
あ
る
い
は
、
柄
の
長
い
用
具
は

「
柄
」
で
数
え
ら
れ
る
。
「
一
柄
」
と
は
、
茶
目
そ
の
も
の
を
数
え
た
助
数
詞
で

あ
ろ
う
。
転
じ
て
は
、
そ
れ
を
用
い
挽
一
存
）
く
回
数
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
挽
（
杏
）

（34）

い
た
見
を
も
意
味
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
同
様
に
み
て
い
け
ば
、

ぱ

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ら

太
鼓
に
は
梓
が
用
い
ら
れ
る
。
「
一
柄
」
と
は
、
そ
の
梓
二
本
、
ま
た
は
、
二
本
）
を
、

あ
る
い
は
、
そ
の
打
ち
方
な
り
一
打
ち
の
音
な
り
を
意
味
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
今
の
資
料
に
は
「
筒
」
の
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
思
う
に
、

た

い

こ

　

　

　

か

ら

「
太
鼓
一
箇
」
と
は
、
太
鼓
崩
体
の
方
）
そ
の
も
の
の
数
え
方
で
は
な
か
ろ
う

イ

ツ

ヘ

イ

か
。
睾
言
字
考
節
用
集
で
は
、
巻
十
、
数
旗
門
の
「
こ
の
条
に
、
丁
柄

崇
〇
一
舞
扇
」
と
あ
。
、
こ
れ
に
四
語
へ
だ
て
た
次
の
行
に
「
蒜
禦
と
あ

へ
1

る
。
こ
こ
で
は
「
柄
」
と
の
よ
み
方
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
と
さ
ら
分
け

、
．

て
掲
げ
て
い
る
の
は
、
前
者
と
後
者
と
で
は
、
「
柄
」
の
用
法
が
異
な
る
か
ら
で

た

い

こ

あ
ろ
う
。
書
札
調
法
記
元
禄
八
年
刊
本
に
は
「
太
鼓
一
か
ら
」
と
み
え
る
。

本
資
料
に
お
け
る
助
数
詞
に
は
、
他
資
料
一
近
世
吾
札
礼
一
に
な
か
な
か
見
出
せ

け

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ょ

な
い
も
の
も
多
い
。
「
問
」
（
和
琴
）
、
「
箇
」
（
茶
窄
柄
望
「
書
」
一
同
上
二
つ
」
透
水
、

茶
巾
、
他
）
な
ど
、
こ
と
に
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
か
。
未
だ
他
を
も
っ
て
検
証
で
き

な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
が
女
性
に
関
わ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

な
お
さ
ら
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
他
資
料
に
見
出
せ
な
い
の
は
、
そ
れ
が
、

当
時
、
希
少
の
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
文
字
資
料
と
し
て
は
残
り
に

く
い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
様
の
書
札
礼
に
は
み
え
な
い

の
に
、
遡
っ
て
中
世
の
辞
書
類
、
故
実
書
類
な
ど
に
み
え
る
も
の
も
あ
る
が
、

こ
れ
ら
で
も
特
別
な
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
日
葡
辞
書
や
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
日
本

大
文
典
な
ど
に
通
ず
る
の
も
、
む
し
ろ
、
現
実
的
、
日
常
的
な
助
数
詞
で
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
　
す
　
び

本
稿
で
は
、
女
文
通
宝
袋
、
一
冊
を
取
り
上
げ
、
そ
の
書
札
礼
に
み
え
る
助

数
詞
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
他
の
書
札
礼
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
こ
に
は

多
少
趣
を
巽
に
す
る
助
数
詞
が
み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
資
料
が
女
性
の
た

め
に
作
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
助
数

詞
は
、
当
時
の
女
性
が
日
常
的
に
用
い
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

女
性
の
側
の
こ
と
ば
は
、
ど
う
し
て
も
文
字
や
記
録
に
は
残
り
に
く
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
全
容
を
明
か
に
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
一
部
で
も
部
分
で
も
、
こ
れ
ら
を
求
め
て
積
み
重
ね
て
い
け
ば
、
や
が
て

は
か
な
り
の
こ
と
が
判
明
し
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
助
数
詞
に
も
女
性
特
有
の
用
法
の
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
稿
に
お
い
て

も
琴
う
こ
と
が
で
き
た
。
男
性
と
女
性
、
あ
る
い
は
、
武
士
と
町
人
、
さ
ら
に

は
、
恩
・
工
・
商
の
各
屑
各
職
種
等
に
よ
り
、
助
数
詞
用
法
に
も
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
の
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
今
後
に
は
、
各
種
の
古
文
書
や
古
記
録
、

簿
籍
顆
や
文
芸
作
品
な
ど
を
通
し
て
そ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
．
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
往
来
物
や
書
札
礼
に
説
く
と
こ
ろ
と
、
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
と
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こ
ろ
と
の
比
較
検
討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

書
札
礼
が
、
故
実
書
や
作
法
書
と
関
わ
り
あ
る
も
の
な
ら
ば
、
こ
れ
に
も
流

儀
な
り
流
派
な
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
流
儀
や
流
派
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方

が
、
こ
と
ば
の
面
に
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
就
中
、
助
数
詞
の

用
法
上
、
考
え
方
や
対
処
の
方
法
に
相
違
点
は
な
い
か
、
こ
れ
ら
も
興
味
深
い

問
題
で
あ
る
。

近
世
の
往
来
物
、
吾
札
礼
の
総
合
的
研
究
も
、
そ
ろ
そ
ろ
始
め
ら
れ
て
よ
い

か
と
思
う
。
本
資
料
の
よ
う
な
往
来
物
が
、
そ
の
中
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位

置
付
け
ら
れ
る
か
、
こ
れ
も
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
の
一
で
あ
る
。

な
お
、
先
に
は
、
助
数
詞
は
、
書
く
世
界
と
非
常
に
関
わ
り
が
深
い
と
述
べ

た
。
し
か
し
、
助
数
詞
は
、
ま
た
、
口
頭
語
の
世
界
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い

る
。
口
琉
語
に
お
け
る
助
数
詞
は
、
そ
れ
相
応
の
性
格
を
宥
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
方
言
の
問
越
、
口
頭
語
と
文
章
語
と
の
問
題
な
ど
と
も
併
せ
、
今
後
の

検
討
課
題
の
一
と
し
た
い
。
　
　
　
　
　
二
九
九
二
二
二
二
二
〇
草
了
）

注

（
1
）
拙
稿
「
古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
H
」
、
r
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
」
、

第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
七
月
。
「
（
同
）
O
」
、
r
（
同
）
」
、
同
二

号
、
同
年
一
二
月
。
「
奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の

考
察
」
、
r
古
代
語
の
構
造
と
展
開
」
（
和
泉
書
院
）
所
収
、
一
九
九
二
年
六

月
。

（
2
）
　
拙
稿
「
中
世
辞
書
類
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
「
鎌
倉
時
代
語
研

究
」
（
武
蔵
野
書
院
）
、
第
二
ハ
輯
所
収
、
一
九
九
三
年
。

（
3
）
　
拙
稿
「
西
鶴
作
品
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
r
島
大
国
文
」
、
第

二
二
万
。
一
九
九
三
年
。

（
4
）
　
拙
稿
「
居
延
簡
層
資
料
に
お
け
る
臭
詞
の
考
察
」
、
r
島
根
大
学
教
育
学

部
紀
要
」
、
第
二
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
。
「
中
国
古
代
墓
葬

出
土
簡
塘
資
料
に
お
け
る
鬼
詞
の
考
察
」
、
二
同
）
」
、
第
二
五
巻
、
一
九

九
一
年
一
二
月
。
「
ト
ル
フ
ァ
ン
墓
葬
出
土
文
書
に
お
け
る
畳
詞
の
考
察
」
、

「
（
同
）
」
、
第
二
六
巻
、
一
九
九
二
年
一
二
月
。
「
敦
姓
簡
照
資
料
に
お

け
る
羞
詞
の
考
察
」
、
r
畠
大
国
文
「
第
一
九
号
、
一
九
九
〇
年
二
月
。

「
r
吐
魯
番
出
土
文
語
」
　
に
お
け
る
屋
詞
に
つ
い
て
」
、
二
同
）
」
、
第
二

〇
号
、
一
九
九
一
年
一
二
月
。

（
5
）
　
三
次
市
立
図
書
館
蔵
孝
行
往
来
一
冊
に
は
、
嘩
言
に
「
天
保
六
二
八
三
五
一

末
の
と
し
極
月
　
西
川
美
暢
題
」
と
あ
り
、
巻
末
に
「
（
上
略
）
龍
章
堂
　
七

十
二
羽
書
之
」
と
み
え
る
。

（
6
）
　
現
広
島
県
安
芸
郡
江
田
島
町
津
久
茂
、
元
村
長
小
澤
保
次
氏
所
用
。
円

形
崇
印
、
径
三
セ
ン
チ
。

（
7
）
　
r
日
本
国
語
大
辞
典
し
（
小
学
館
）
、
r
広
辞
苑
」
（
岩
波
書
店
）
、
「
大
辞
林
」

（
三
省
堂
）
、
r
大
字
典
」
（
講
談
社
）
、
r
大
漢
和
辞
典
二
大
修
館
書
店
）
、
お

よ
び
、
r
古
事
類
苑
」
　
（
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
に
は
「
対
名
」
の
見
出
し
語

（
項
目
）
が
み
ら
れ
な
い
。
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（
8
）
　
三
沢
光
博
訳
『
ホ
フ
マ
ン
日
本
語
文
典
二
一
九
六
八
竺
ハ
月
、
明
治
書

院
刊
、
二
〇
〇
頁
。

一
9
）
　
こ
の
「
名
称
」
と
の
語
は
、
そ
の
「
名
」
字
を
直
訳
し
た
も
の
で
厳
密

な
用
語
で
は
な
か
ろ
う
。

（
1
0
）
　
助
数
詞
に
つ
い
て
の
解
説
や
言
及
を
も
た
な
い
飛
‥
札
礼
（
圭
と
し
て
、
ま

た
・
そ
の
内
の
諒
と
し
て
）
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
形
で
こ
と
さ
ら
言
及
す
る

傾
向
は
、
辞
書
類
、
お
よ
び
、
故
実
書
類
の
他
に
は
例
が
な
い
ら
し
い
。

（
1
1
）
　
日
本
歴
史
学
会
編
『
痕
説
古
文
聖
子
　
古
代
・
中
世
編
」
、
一
九
八
三

年
五
月
、
吉
川
弘
文
館
、
序
説
、
一
員
。

（
誓
　
試
み
に
、
井
原
西
鶴
の
諸
作
品
の
崇
口
と
比
較
し
て
み
て
も
、
お
お
む

ね
は
こ
の
範
囲
に
終
始
す
る
よ
う
で
あ
る
。
注
（
3
）
文
献
参
照
。

（
1
3
一
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
r
邦
訳
自
衛
辞
至
、
一
九
八
〇

年
五
月
、
㍍
波
㌫
店
、
五
九
三
頁
右
。
な
あ
、
原
文
に
は
、
S
u
N
u
（
錫
）

に
E
s
t
a
n
h
〇
一
〇
u
 
C
a
E
m
．
の
語
釈
が
あ
る
（
亀
井
孝
解
題
『
日
葡
辞

書
㌢
一
九
七
三
年
五
月
、
勉
誠
社
、
二
三
三
頁
オ
右
）
。
「
C
a
－
a
i
m
は
イ

ン
ド
産
の
錫
で
、
欧
州
産
の
よ
り
も
純
良
な
も
の
己
と
さ
れ
る
（
r
邦
訳
口

葡
辞
生
り
二
。

（
1
4
）
一
九
五
七
年
三
月
、
続
那
吾
輿
望
邦
成
合
。

（
竺
　
上
松
畢
二
編
纂
校
訂
、
下
巻
、
一
九
六
六
年
五
月
復
刻
版
、
清
文
堂
出

版
株
式
会
社
。

（
1
6
）
　
遠
世
文
学
資
料
邦
従
　
参
考
文
献
編
1
0
j
、
一
九
七
五
年
三
月
、
勉

誠
社
。

（
誓
　
武
家
奉
公
に
関
す
る
故
実
鷺
琵
加
＝
軍
使
㌢
箪
三
組
、
四
六
五
貝
。

（
1
8
）
　
伊
勢
流
の
武
家
故
実
礼
法
鷲
r
続
群
発
・
．
類
従
ナ
∵
第
二
四
輯
下
、
一
二

七
頁
。

一
1
9
）
　
土
井
忠
生
訳
注
、
一
九
五
五
年
二
月
初
版
、
一
九
六
九
年
九
H
四
版
、

三
省
堂
、
七
九
六
頁
。

（
空
　
実
隆
公
記
や
近
世
の
文
芸
作
品
な
ど
に
「
鈴
」
字
を
用
い
た
例
も
あ
る

が
、
宛
字
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
I
s
s
P
　
÷
＼
P
、
J
　
（
－
遺
し
」
の
条
に

み
え
る
「
鈴
」
に
つ
い
て
も
同
根
で
あ
る
。

（
堅
　
注
（
彗
亀
井
百
葡
群
雲
、
三
五
七
貢
オ
右
。
直
訳
す
る
と
、
針

一
縫
針
）
の
紙
と
な
る
。

（
鬱
　
注
（
1
3
）
文
献
、
三
三
七
頁
右
に
は
、
「
‖
未
詳
。
針
の
紙
包
み
の
意
か
。

日
西
辞
書
に
は
、
P
a
p
e
訂
d
e
 
a
g
u
j
a
s
と
正
訳
し
て
あ
り
、
日
仏
辞

書
は
こ
の
条
を
脱
し
て
い
る
］
と
あ
る
。

（
警
　
注
（
誓
文
献
、
二
四
八
貢
右
。

（
2
4
）
　
注
（
1
）
文
献
、
「
（
古
文
書
）
H
」
。

（
空
券
二
五
、
内
蔵
輿
蒜
昔
史
大
系
」
、
四
二
九
巧

（
型
　
「
続
群
書
勲
位
」
、
軍
一
四
輯
下
、
四
九
七
貢
。

（
2
7
）
　
明
応
五
竺
一
四
九
六
）
九
月
十
日
、
注
（
1
4
）
文
献
。

（
空
　
注
（
1
9
）
文
献
、
七
七
九
頁
。

（
讐
　
こ
の
場
合
、
助
数
詞
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
し
ば
ら
く
こ
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の
ま
ま
と
し
て
お
く
。

（
3
0
）
　
注
（
1
9
）
文
献
、
七
七
九
頁
。

（
聖
　
「
日
本
古
典
文
学
大
系
　
西
鶴
集
上
し
、
二
一
三
頁
。
こ
こ
で
は
紙
一

丸
は
五
十
斤
と
さ
れ
る
。

（
3
2
こ
　
注
（
1
6
）
、
「
参
考
文
献
福
6
」
、
一
九
七
六
年
五
月
、
三
一
〇
頁
。

一
翼
　
島
根
大
学
教
育
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
本
、
五
六
丁
オ
。

・

r

ハ

l

・

ム

、

（
聖
　
歌
舞
伎
の
蝶
々
甜
梅
菊
（
二
登
に
、
「
な
ん
の
お
前
、
彼
奴
等
が
去
ん
だ

ぐ
ら
ゐ

と
て
、
三
か
ら
位
の
臼
は
、
わ
し
一
人
で
沢
山
で
ご
ざ
り
ま
す
」
（
鶴
屋
南
北

全
井
、
坑
一
二
巻
、
一
九
七
m
好
一
一
再
、
三
完
‥
㍍
、
四
一
四
封
）
　
と
み
え
る
の
は
こ
の

つ

’

こ

め

や

　

つ

＿

．

7

▼

例
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
日
は
、
呑
米
屋
の
春
日
で
あ
る
。

【
別
表
】
　
他
資
料
（
書
札
礼
）
と
の
比
較

○
　
他
資
料
（
吾
札
礼
）
を
①
②
③
…
…
の
番
号
で
示
す
。

○
　
見
出
し
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
よ
る
。

○
　
×
印
は
「
単
位
」
に
関
す
る
も
の
。

○
　
／
印
の
下
は
右
に
示
し
た
主
要
項
目
以
外
に
所
見
す
る
用
例
を
意

味
す
る
。

（
1
）
　
他
資
料
と
同
様
の
用
法
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
　
（
小
差
の
あ
る
場

×

つ　挺号朽ヱ足言　　束言筋‡尺を竿豊双雲管主顧よ　串と斤ヱ脚手

机
、
床
几
　
－
①
②
③
⑤
⑥
⑧

伽
羅
　
　
　
－
①
⑤

贋
の
鶉
・
七
ツ
よ
り
す
く
な
き
は
ー
①
⑤

鞠
　
　
　
　
－
①
⑤

笛
　
　
　
　
－
①
②
③
④
⑤
⑥
／
⑧
⑨

厨
風
　
　
　
－
①
②
③
⑤
⑥
⑨

贋
の
鶉
・
七
ツ
よ
り
多
き
を
ー
①
⑤

址
　
　
　
　
－
⑦
③
④
⑤
⑨

帯
　
　
　
　
－
①
④
⑤

△
奉
書
紙
・
杉
原
紙
（
に
は
書
か
な
い
）
－
②
③
⑥
（
以
上
・
紙
）

／
②
（
杉
原
紙
）

29

－
③
④
⑥
／
⑧

－
／
②
㊥

合
に
は
△
印
を
付
す
）

へ
本
資
料
）
　
（
対
　
象
）
　
　
－
（
他
資
料
の
場
合
）

か
け
　
　
　
　
　
　
な
，
．
だ
”

掛
　
△
生
餌
　
　
　
　
－
／
②
（
鯛
）

か
1
．
′

…
参
考
「
懸
」
魚
⑥

帖三対ご　番む　つ

崇
、
蝋
燭
　
－
①
②
③
⑤
⑥
／
⑦
⑧

鷹
の
鴻
・
七
ツ
よ
り
多
き
を
・
七
ツ
よ
り
す
く
な
き
は
－
①
②
⑤

／
①
②
⑤
⑦
⑧
⑨
⑲

香
炉
　
　
　
－
①
⑤

鴨
、
鳥
の
数
〔
祝
言
の
時
〕
－
①
②
⑤
⑥
／
①
②
⑤
⑨

筆
　
　
　
　
－
①
③
⑤
⑥
／
⑧

△
奉
書
紙
・
杉
原
紙
（
に
書
く
）
－
②
③
⑥
／
⑦
⑧
（
以
上
・
紙
）

②
（
杉
原
紙
）



×　×　×

折君達左通尖面2面‡面2　　巻；枚こ杖工枚工杖さ袋ま幅†歩ポ疋ぎ疋冒箱竺勘1抱，

わ
た綿

烏
の
数
、
薦

干
鯛

金鳥
目

金懸
物

道
明
寺

干
鯛

番号一錠　金
盆禁子　子

△
羅
紗
、
金
欄
、

鏡上
目

琵
琶
鰹
節
鋸
、

色
雲

△
生
鯛

く

し

か

い

串
貝

I
①
④
⑤
／
②
⑦

白
鳥
の
類
－
①
②
③
④
⑤
⑥
／
②
⑨

は
こ

－
⑤
　
…
参
考
「
営
」
＝
⑤
（
告
に
い
れ
た
る
を
）

－
②
－
②
－
②

－
①
⑤

－
②
－
／
①

－
②
／
①
②
⑨

－
②
③
／
⑨

－
①
⑤

天
驚
賊
、
妙
技
、
給
子
、
縮
緬
－
①
④
⑤
、
但
し

け
ん

そ
の
内
の
羅
紗
は
「
問
」
を
用
い
る
（
①
④
⑤
）

－
③
④
⑥

－
①
⑤

－
①
④
／
⑧
⑨

－
⑨
－
①
⑤
／
②
⑨

－
①
⑤
／
②
⑦
⑧
（
以
上
・
鯛
）
、
／
⑤
⑨
（
以
上

・
干
鯛
）

（
2
）
　
助
数
詞
の
対
象
に
つ
き
、
そ
の
表
現
は
異
な
る
が
、
同
様
の
用
法
に

あ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
　
（
右
に
準
ず
る
も
の
）

（
本
資
料
）
　
（
対
　
象
）
　
－
（
他
資
料
の
場
合
）

か荷
　
　
酒

×

疋ゞ　桁g管主

ー
魯
（
①
）
、
堕
一
ツ
（
／
⑨
）
、
脚
櫓
（
／
②
⑤
）
、

脚
た
る
（
／
⑧
）
、
家
内
事
多
留
（
／
②
）

－
笠
・
箪
築
（
⑤
）

折‡本禁瓶こ

掛
掛
虹
　
－
串
海
鼠
（
①
⑤
）

其
余
（
羅
紗
、
金
欄
、
天
驚
賊
、
紗
綾
、
絵
子
、
縮
緬
、
以
外
）

の
絹
布
　
　
－
羽
二
重
、
郡
内
鴫
、
縮
、
紬
、
奥
鴫
、
曝
、

木
綿
、
布
子
（
①
）
、
他

花
瓶
、
花
入
　
－
花
（
②
③
⑥
）
、
立
花
（
⑨
）

30

ー
餌
、
雪
魚
、
鱒
、
他
（
①
④
⑤
な
ど
）

－
台
に
の
せ
た
る
を
（
①
⑤
）
、
紙
（
⑥
／
⑧
）

（
3
）
　
助
数
詞
の
よ
み
方
が
相
違
す
る
も
の

八
本
資
料
）
　
（
対

柄
　
　
団
扇

象
）
　
－
（
他
資
料
の
場
合
）

尾や蛙号壷二

生害番号一善…
鯛だ

、

．

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

い

「
柄
」
団
扇
（
①
⑤
）
、
「
柄
」
扇
（
②
③
⑥
）
、

ぴ「柄
」
扇
（
⑨
）

つ
は
「
壷
」
　
（
①
⑤
）

し

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

た

’

「
蛙
」
　
（
①
③
⑤
⑥
）
、
「
蛙
」
　
（
②
⑥
）

ぴ

　

ム

′

t

　

　

　

　

　

ぴ

「
尾
」
魚
（
④
）
、
「
尾
」
鯛
（
⑤
）



（
4
）
　
助
数
詞
の
表
記
　
（
漢
字
）
が
相
違
す
る
も
の

（
本
資
料
）
　
（
対
　
象
）
　
－
（
他
資
料
の
場
合
）

か

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

ら

筒
　
太
鼓
　
　
　
－
「
柄
」
太
鼓
（
⑤
）
、
「
か
ら
」
太
鼓
（
①
）

ヽ

や

う

　

　

つ

づ

ふ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

．

ろ

　

　

　

つ

づ

ふ

　

　

　

　

つ

づ

ふ

張
　
鼓
・
大
小
　
－
「
T
」
琴
、
破
（
①
⑤
）
、
鼓
（
④
）
、
破
（
⑧
）

ま
｝

…
参
考
「
張
」
撃
⑧

問ご

（
5
）
　
助
数
詞
の
よ
み
方
も
表
記
（
漢
字
）
も
相
違
す
る
も
の

へ
本
資
料
）
　
（
対
　
象
）
　
－
（
他
資
料
の
場
合
）

め
ん面
　
　
琴

と
だ

ー
「
枝
」
銚
子
（
①
⑤
）l　

　

・

1

t

・

こ

・

…
参
考
「
柄
」
長
刀
（
②
⑥
）

ノ

、

〃

け

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

、

だ

c

－
「
領
」
袴
、
袈
裟
、
鐙
（
⑥
）
、
「
対
」
袴
（
②

ノ
〃
げ

③
⑨
）
、
「
襲
」
袴
類
（
④
）
、
革
袴
（
①
⑤
）

t
く
ゥ
　
　
　
U
や
う

…
参
考
「
行
」
状
（
③
）

ち
く
7

－
「
T
」
琴
（
①
⑤
）

節t疋富　　箱竺対言つ　書上枝し箇こ

和
琴

ち
や
せ
ん
　
　
　
ひ
　
し
や
ノ
、

茶
笑
、
柄
杓

笛
、
祈

茶
晃
、
柄
杓

接
地
、
鐘
、
花
瓶
、
金
鼓
な
ど

く
ヽ

に
「
口
」
を
用
い
た
例
は
あ
る

ー
（
不
見
）
　
　
…
参
考
　
羅
紗
、
羅
背
板
等
に

け
ん

は
×
　
「
間
」
を
用
い
る

ー
（
不
見
）

－
（
不
見
）

鰹ぎ針l言　　賜王錫手茶

∫一丁・一　　月；　輿

貝訂　　茶
人

ー
（
不
見
）

み

づ

こ

ば

し

　

み

づ

さ

し

建
水
、
茶
水
器
、

－
（
不
見
）

－
（
不
見
）

▲
く
さ

茶
巾
、
畠
　
－
（
不
見
）

は
こ

…
参
考
　
干
鯛
に
「
箱
」
を
用

い
た
例
は
あ
る

31

ー
（
不
見
）

－
（
不
見
）

…
参
考
　
「
つ
」
鰹
節
（
②
⑨
）
、

れ
ん「
連
」
鰹
節
（
⑨
）

（
6
）
　
他
資
料
に
見
出
し
に
く
い
助
数
詞
、
ま
た
は
、
そ
の
用
法
が
見
出
し

に
く
い
も
の

（
本
資
料
）
　
へ
対
　
象
）
　
－
（
他
資
料
の
場
合
〉

×
九三　　　本崇

絹　　　針
糸

し
ち

ー
（
不
見
）
　
　
…
参
考
　
鎚
、
木
、
策
、
扇
に

‘
．
．
ん

「
本
」
を
用
い
た
例
は
あ
る

’
．
．
°

－
（
不
見
）
　
　
…
参
考
　
「
丸
」
鞠
（
①
②
③

⑤
）

t
や
く脚
　
　
脇
息

ー
（
不
見
）
　
　
…
参
考
　
机
、
案
、
床
几
に

’
く
ノ
，

「
脚
」
を
用
い
た
例
は
あ
る

口
　
　
鍋
、
釜
　
　
－
（
不
見
）
　
　
…
参
考
　
鞍
、
鐙
、
轡
、
切
付
、




